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町の人口
（47年6月末現在）

6　7　9　124　7　395　3　003　1　2　6
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毎月一回各家庭に配布

8　月14・15日　は

盆休みのた　め役場事務は

いた　し　ま　せん。
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九
州
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
七
月
豪
雨
は
、
七
月
十
日
よ
り
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
、

断
続
的
に
降
り
つ
づ
き
町
内
各
地
区
に
大
き
な
爪
跡
を
の
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
に
対
し
、
役
場
に
水
防
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
機
関
と
連
絡
を
と
り
な
か
ら
水
防
計
画
音

に
も
と
ず
い
て
出
来
る
だ
け
の
対
策
を
こ
う
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
集
中
豪
雨
の
前
に
は
そ
の
対
東
も

及
ば
ず
、
河
川
の
溢
水
、
六
ヶ
所
。
ガ
ケ
崩
れ
地
す
べ
り
、
二
十
ヶ
所
。
交
通
止
め
、
九
ヶ
所
。
浸
水
家

屋
、
二
五
六
戸
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

十
日
十
一
日
十
二
日
の
三
日
間
で
三
〇
〇
が
の
降
雨
畳
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
身
事
故
や
倒

壊
家
屋
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
な
か
っ
た
の
は
、
消
防
団
を
初
め
町
議
員
、
各
駐
在
員
、
及
び
町
民
の
皆

さ
ま
の
ど
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
消
防
団
員
の
方
に
は
連
日
連
夜
警
戒
、
被
害
防
止
作
業
、
被

害
後
の
処
理
な
ど
各
方
面
で
ど
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
合
わ
せ
、
仝
協
力
者
の
方
へ
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

堀川、曲川、交差点の溢水現場

被
害
情
況

一
、
河
川
の
溢
水

羅
漢
川
～
上
流

城
　
川
～
奉
送
、
二

赤
水
川
～
日
炭
事
務
所
下

◆
－

側
川
～
下
二
小
学
校
嘩
猪
熊

ｌ
「
避
難
の
指
示

上
二
、
十
八
世
帯
～
八
所
神
社

上
二
、
一
世
帯
～
下
二
小
学
校

頃
末
大
西
四
世
帯
～
頃
未
公
民
館

鯉
口
区
十
二
世
帯
～
鯉
口
区
公
民
館

吉
田
三
一
世
帯
～
青
田
三
公
民
館

吉
田
二
　
三
世
帯
～
キ
ク
タ
ケ
工
業

下
二
　
二
世
帯
～
下
二
公
民
館

三
、
地
す
べ
り
、
山
崩
れ
等

1
猪
熊
十
三
壕
（
南
側
北
側
）
～
土
砂

く
ず
れ
二
ヶ
所

2
樋
口
郵
便
局
の
横
↓
土
砂
く
ず
れ

3
古
賀
（
峯
浦
定
彦
氏
裏
）
～
山
崩
れ

4
卯
月
の
道
路
～
損
傷

5
机
社
宅
か
ら
県
住
へ
の
道
路
～
土
砂

く
ず
れ

6
山
ノ
神
下
の
県
連
歩
道
～
地
す
べ
り

7
宮
の
下
社
宅
上
道
路
～
地
す
べ
り

8
頃
末
社
宅
～
地
す
べ
り

9
頃
禾
大
西
（
火
葬
場
下
）
～
土
取
場

地
す
べ
り

1
0
頃
末
大
平
～
地
す
べ
り
、
落
石

1
1
頃
末
（
加
来
建
具
店
構
）
～
ガ
ケ
崩

れ
ュ
2
鯉
口
区
～
美
音
野
団
地
よ
り
土
砂
く

ず
れ

1
3
吉
田
三
裏
山
～
土
砂
く
ず
れ

⊥
4
富
田
二
御
輪
地
裏
山
～
土
砂
く
ず
れ

ュ
5
富
田
二
則
松
越
～
土
砂
く
ず
れ

ュ
6
古
賀
県
住
裏
～
土
砂
く
ず
れ

⊥
7
机
小
学
校
講
堂
北
～
亀
裂

ュ
8
新
生
街
裏
山
～
土
砂
く
ず
れ

ュ
9
机
裏
山
～
土
砂
く
ず
れ
二
ヶ
所

2
0
樋
口
赤
水
裏
山
－
土
砂
く
ず
れ

四
、
交
通
止
め

1
卯
月
二
ヶ
所

2
山
の
神
～
新
生
街
の
歩
道

3
県
住
～
机
社
宅
の
町
道

4
宮
ノ
下
社
宅
上
の
町
道

5
新
県
道
（
中
間
・
水
巻
線
）

6
暫
ノ
熊
橋

7
宮
尾
ガ
ー
ド
下

8
東
宮
陳
ガ
ー
ド
下

9
吉
田
三
鹿
児
島
本
線
ガ
ー
ド
下

（
水
巻
・
中
間
線
）

五
、
最
上
水
位

遠
賀
川
～
唐
戸
　
六
弼
四
十
五

曲
川
～
机
ポ
ン
プ
一
机
五
十
二

（
平
常
八
〇
）

六
、
浸
水
家
屋

床
上
浸
水
　
十
五
戸

床
下
浸
水
　
二
四
一
戸

炭
騰
二
術
浸
水
現
場

…・六十七匹の成果‥…

‥…野犬狩り　を実施

地区別野犬捕獲数

犬
は
人
間
の
艮
き
ペ
ッ
ト
で
あ
り
、

飼
え
ば
情
も
移
り
か
わ
い
い
も
の
で

す
。し

か
し
最
近
引
地
を
し
て
も
犬
を
置

き
ざ
り
に
し
て
行
く
家
が
多
く
、
こ
の

犬
が
野
犬
化
し
、
子
供
を
か
み
殺
す
と

い
う
悲
惨
な
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

又
、
野
犬
は
食
物
を
求
め
て
ご
み
箱

な
ど
を
あ
さ
り
衛
生
上
も
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。

水
害
後
の
処
理

水
害
後
の
処
理
と
い
た
し
ま
し
て
は

ち
ょ
う
ど
、
第
四
回
水
巻
町
定
例
議
会

の
会
期
中
で
あ
り
、
議
会
で
は
、
各
常

火葬場；下の地すべ　り現場

任
委
貝
会
で
三
日
間
に
わ
た
り
水
軍
現

場
を
視
察
し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
態
勢

を
撃
音
し
た
。

こ
れ
と
平
行
し
て
、
町
執
行
部
で
は

非
常
事
態
の
た
め
、
水
害
関
係
予
算
の

専
決
を
お
こ
な
い
、
床
上
、
床
下
浸
水

家
屋
に
対
し
て
は
石
灰
な
ど
薬
済
の
配

布
を
お
こ
な
い
、
十
九
日
よ
り
二
十
二

日
の
間
に
全
町
一
斉
に
消
毒
防
葉
済

の
散
布
を
行
な
い
、
し
尿
の
面
で
は
便

槽
の
冠
水
し
た
家
屋
に
対
し
汲
取
り
料

金
の
一
部
を
負
担
い
た
し
ま
し
た
。

患
た
浸
水
家
産
に
対
し
て
は
、
床
上

浸
水
家
屋
は
二
千
円
、
床
下
浸
水
家
屋

（
三
日
間
浸
水
）
に
は
一
千
円
の
見
舞

金
を
贈
り
ま
し
た
。

水
巻
町
で
も
日
本
炭
礪
閉
山
後
転
出

す
る
世
帯
が
増
え
そ
れ
に
伴
い
野
犬
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
七
月
八
日

九
日
に
鹿
児
島
本
線
南
側
地
区
に
お
い

て
野
犬
狩
り
を
実
施
し
ま
し
た
か
、
地

区
住
民
の
方
々
の
ど
協
力
に
よ
り
野
犬

六
十
七
匹
、
ネ
コ
十
三
匹
の
成
果
を
得

ま
し
た
。

今
後
、
引
越
さ
れ
る
時
や
犬
の
い
ら

な
く
な
っ
た
方
は
、
犬
を
そ
の
ま
ま
匿

き
ざ
り
に
し
た
り
、
す
て
た
り
し
な
い

で
、
保
健
所
に
連
絡
し
引
き
渡
し
て
下

さ
い
。
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し
尿
汲
取
に
つ
い
て

四
つ
の
お
願
い

し
尿
は
汚
な
い
も
の
、
清
掃
屋
さ
ん

は
汚
な
い
仕
事
と
患
っ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

た
と
え
ば
悪
臭
の
中
、
炎
暑
の
申
ま

た
南
の
申
汗
水
た
ら
し
て
働
く
清
掃

屋
さ
ん
、
こ
の
人
が
い
な
か
っ
た
ら
あ

な
た
の
家
庭
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う

1

。

そ
こ
で
、
し
尿
を
排
出
す
る
あ
な
た

に
次
の
四
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
願
い

し
ま
す
。

①
一
般
家
庭
は
原
則
と
し
て
人
頭
制
適

用
世
帯
で
あ
り
、
業
者
が
受
持
ち
区

域
内
の
汲
取
り
作
業
を
計
画
表
に
よ

り
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
定
期
の
巡
回
の
と
き

は
必
ず
汲
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

但
し
無
臭
ト
イ
レ
な
ど
従
量
制
適

用
世
帯
、
事
業
所
な
ど
は
汲
取
り
予

定
日
前
2
～
3
日
の
余
裕
を
も
っ
て

依
頼
の
電
話
な
ど
連
絡
（
6
9
1

2
ユ
首
）
を
と
る
こ
と
。

⑧
し
尿
汲
取
り
の
と
き
は
立
会
し
て
必

ず
領
収
書
を
受
取
る
こ
と
。

⑨
維
持
管
理
不
十
分
な
便
所
（
い
わ
ゆ

る
水
洩
れ
な
ど
の
不
艮
便
槽
）
は
従

量
適
用
、
汲
取
り
を
し
ま
す
。

こ
れ
は
あ
な
た
に
と
っ
て
不
利
と
な

る
ば
か
り
で
な
く
地
域
環
境
衛
生
上

に
も
伝
染
病
発
生
の
お
そ
れ
も
あ
り

ま
す
。ま

た
汲
取
り
料
金
が
高
い
の
ど
う

の
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

あ
な
た
の
責
任
に
お
い
て
完
全
修

理
し
て
下
さ
い
。

④
し
尿
汲
取
り
の
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
最

大
限
4
0
㍍
で
す
か
ら
（
し
尿
汲
取
車

の
通
る
道
路
）
そ
れ
よ
り
遠
方
の
と

こ
ろ
で
問
題
が
起
き
て
も
、
責
任
は

負
え
ま
せ
ん
。

転
入
、
新
築
な
ど
の
場
合
特
に
注

意
し
て
下
さ
い
。
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ｌ
一

－
新
し
い
恩
途
地
域
と
は
ー

都市計画
住みよい街づくり

のために

す
で
に
み
な
さ
ま
ど
承
知
の
と
お
り

わ
た
し
た
ち
の
町
の
動
き
公
害
に
悩
む

都
市
の
状
況
の
は
か
都
市
計
画
準
備
綱

査
の
お
知
ら
せ
な
ど
広
報
一
月
号
に
登

載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
都
市
計
画
の
用
途
地
域
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
患
い
ま

す
。人

口
や
産
業
が
集
中
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
な
わ
れ
る
都
市
で
は
放
っ

て
お
く
と
、
い
ろ
い
ろ
の
用
途
や
形
感

の
建
物
が
み
だ
り
に
混
在
し
、
そ
の
結

果
、
騒
音
、
悪
臭
、
日
照
妨
害
な
ど
に

都市計画道路：騒音防止、空気の清浄化
のための植樹に注目

ル
　
ゴ
ミ
焼
却
場
が
八
月
十
四
日
と
十

棚
五
日
は
休
業
い
た
し
ま
す
の
で
、
次

の
と
こ
ろ
は
八
月
十
二
日
と
十
六
日

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
、
皆
様
の
ど

吉
田
三
。
吉
田
二
御
輪
地
と
大
橋

の
一
部
。
吉
田
区
。
吉
田
団
地
。

中
央
区
。
古
賀
区
。
梅
ノ
木
区
。

〇
八
月
十
六
日
に
繰
下
げ
収
集
す
る

お
盆
前
後
の
ゴ
ミ
収
集
一
部

変
更
に
つ
い
て

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
八
月
十
二
日
に
繰
上
げ
収
集
す
る

棚
　
と
こ
ろ
（
月
曜
、
火
曜
収
集
の
一

時
　
部
）

Ｐ
．
，
．
～
ｌ
三
≡
－
．
～
1
≡
三
．
Ｊ
．
三
≡
．
，
～
・
・
．
≡
．
・
．
～
1
1
≡
－
－
－
．
～

と
こ
ろ
（
水
曜
、
火
曜
収
集
の
一

部
）

吉
田
一
。
吉
田
二
。
林
住
宅
。
野

よ
り
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
生
産
、
交
通
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
都
市
の
機
能
が
混
乱
し
、

住
み
に
く
く
不
便
な
街
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
建
物
を
建
て
る
場
合
に

お
互
い
に
守
る
べ
き
最
低
限
の
ル
ー
ル

を
決
め
た
も
の
が
用
途
地
域
の
都
市
計

画
で
す
。

用
途
地
域
に
は
八
種
類
が
あ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に

建
物
の
用
途
や
形
態
の
制
限
が
定
め
ら

れ
ま
す
。

∧
第
一
種
住
居
専
用
地
域
∨

低
層
住
宅
地
と
し
て
の
艮
好
な
環
境

を
保
護
す
る
た
め
の
地
域
で
、
工
場
や

風
俗
営
業
施
設
な
ど
の
住
民
課
境
を
こ

わ
す
建
物
は
建
て
ら
れ
ず
、
建
ペ
イ

率
、
容
穣
率
も
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

∧
第
二
種
住
居
専
用
地
域
∨

中
高
層
住
宅
も
建
つ
よ
う
な
住
宅
地

と
し
て
の
艮
好
な
環
境
を
保
護
す
る
た

め
の
地
域
。
工
場
、
ポ
ー
リ
ン
グ
場
、

旅
館
、
風
俗
営
業
施
設
な
ど
は
建
て
ら

れ
ず
、
建
ペ
イ
率
は
六
十
％
、
容
積
率

は
原
則
と
し
て
二
百
％
が
限
度
と
な
り

ま
す
。

∧
住
宅
地
域
∨

お
も
に
住
宅
環
境
を
保
護
す
る
が
、

あ
る
程
度
、
商
業
施
設
の
混
在
も
認
め

る
地
域
で
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
工
場
、
劇
場
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理

店
な
ど
は
建
て
ら
れ
ず
建
ペ
イ
率
や

城
占
同
じ
で
す
。

∧
近
隣
商
業
地
域
∨

周
辺
の
住
民
に
対
し
て
、
日
用
品
を

供
給
す
る
商
店
な
ど
が
集
中
し
て
立
地

す
る
地
域
で
、
一
般
の
工
場
や
劇
場
、

キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理
店
な
ど
は
建
て
ら

れ
ず
、
建
ペ
イ
率
は
八
十
％
、
容
穣
率

は
原
則
と
し
て
二
百
％
が
限
度
で
す
。

∧
商
業
地
域
∨

事
務
所
、
商
店
、
映
画
館
、
銀
行
、

料
理
店
な
ど
各
種
の
商
業
業
務
施
設
が

華
甲
す
る
駅
前
の
都
心
地
域
。
ｌ
ェ
場
な

ど
は
建
て
ら
れ
ず
、
建
ペ
イ
率
は
八
十

％
、
容
穣
率
は
原
則
と
し
て
四
百
％
が

限
度
で
す
。

鍼
の
限
度
は
琴
一
種
住
居
専
用
地

ユー。

∧
準
工
業
地
域
∨

中
小
工
場
や
住
宅
な
ど
が
混
在
す
る

地
域
で
、
建
物
は
公
害
の
お
そ
れ
の
あ

る
工
場
や
危
険
物
を
扱
う
工
場
を
除
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
建
て
ら
れ
ま
す
。
建

ペ
イ
率
は
六
十
％
、
容
積
率
は
原
則
と

し
て
二
百
％
が
限
度
で
す
。

∧
工
業
地
域
∨

お
も
に
工
業
施
設
が
立
地
す
る
地
域

で
学
校
、
病
院
、
映
画
館
、
料
理
店
、

キ
ャ
バ
レ
ー
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
建
て
ら

れ
ず
建
ペ
イ
率
、
容
積
率
は
準
工
業
地

域
と
同
じ
で
す
。

∧
工
業
専
用
地
域
∨

工
業
施
設
専
用
の
地
域
で
、
学
校
、

病
院
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
工

業
地
域
で
は
建
て
ら
れ
る
住
宅
、
店

舗
、
娯
楽
施
設
な
ど
は
建
て
産
れ
ま
せ

ん
。
建
ペ
イ
率
、
容
積
率
は
準
工
業
地

域
と
同
じ
で
す
。

以
上
が
用
途
地
域
の
あ
ら
ま
し
で
す

が
、
町
の
今
後
の
計
画
を
す
す
め
る
た

め
に
は
、
総
合
的
な
土
地
利
用
計
画
に

も
と
づ
い
た
施
策
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
広
報
で
連
載
し
て
ま
い
り

ま
し
た
水
巻
町
総
合
開
発
計
画
で
は
都

市
計
画
法
に
も
と
づ
い
た
用
途
地
域
を

早
期
に
決
定
し
実
現
を
は
か
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
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」
酎
酎
酎
針
針
の

皆
さ
ん
の
強
い
ど
要
望
に
こ
た

円
　
え
て
郵
政
省
で
は
最
高
額
を
三
百

触
蒜
紺
野
特

保
　
鍔
髭
照
鞘

七八ノ＼二芸、■ご
老人大学開講

ラブ＞

水
巻
町
は
将
来
ど
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

七
月
九
日
机
公
民
館
で
、
机
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
主

催
に
よ
る
「
老
人
大
学
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
伊
藤
町
長
、
入
江
議
長
、
豊
沢
厚
生

課
長
の
三
氏
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
伊
藤
町
長
が
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
町

の
人
口
の
配
置
や
現
在
重
大
な
課
題
で
あ
る
、
日

炭
あ
と
地
の
開
発
及
び
机
地
区
の
道
路
計
画
等
に

つ
い
て
話
し
が
あ
り
。

続
い
て
入
江
議
長
の
議
会
と
執
行
部
と
の
関
係

に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
あ
る
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

㊤　町の将来についで話す
伊藤町長

鶴会と執行部の関係に
ついて話す入江議長

最
後
に

老
人
に
直

接
関
係
の

あ
る
老
令

年
金
、
老

人
医
療
の

無
料
化
に

つ
い
て
豊

沢
厚
生
課

長
よ
り
鋭

明
が
あ
り

ま
し
た
。

机
老
人

ク
ラ
ブ
で

は
、
今
後

も
次
の
よ

う
に
「
老

人
大
学
」

を
開
き
、

家
に
こ
も

人
病
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
）

折
尾
署
交
通
課
長
（
老
人
の
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て
）

水
巻
町
教
育
長
（
母
親
会
・
児
童
な
ど

に
つ
い
て
）

こ
吼
紆
み
が
、
他
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

に
も
伝
わ
り
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
を
発
揮

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

ヽ

未
払
巣

看
護
婦
の
方
へ

福
岡
県
で
は
、
看
護
婦
等
の
不
足
対

策
の
二
塚
と
し
て
、
家
庭
に
在
る
未
就

業
看
護
婦
等
を
把
膣
し
、
講
習
会
等
を

行
な
い
、
再
就
職
の
促
進
を
は
か
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
准
看

護
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
未
就
業

の
方
は
、
も
れ
な
く
所
轄
の
遠
賀
保
健

所
へ
お
届
け
下
さ
い
。

一
、
届
出
期
間

昭
和
四
十
七
年
七
月
十
五
日
か
ら
九

月
二
日
ま
で

二
、
届
出
先

福
岡
県
遠
賀
保
健
所

三
、
群
細
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
か

県
衛
生
部
医
務
課
看
護
係
に
直
接
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

援
護
関
係
移
動
相
談
所

開
設

八
月
三
十
日
折
尾
東
公
民
館
（
折
尾

東
口
）
に
お
い
て
援
護
関
係
の
移
動
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

援
護
の
こ
と
で
何
か
お
た
づ
ね
に
な

り
た
い
方
は
お
気
軽
に
ど
利
用
下
さ
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目
で
見
る
町
の
移
り
変
り

腰 票、㌔仁志
．し†

＼

．ｅ

意

日

ｌｌ

ｌ
彗

ニーー‾／　 ノ／　　　 ン／

り
が
ち
な
お
年
寄
り

が
少
し
で
も
今
の
世

の
移
り
変
わ
り
を
知

り
若
い
者
と
の
断
絶

を
な
く
し
若
者
に
尊

敬
と
倍
額
を
さ
れ
る

老
人
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

老
人
大
学
議
題

遠
賀
保
健
所
長
（
老

本
町
は
、
一
七
六
一
年
の
堀
川
開
通

に
よ
っ
て
、
豊
富
な
濃
用
水
の
爾
志

を
受
け
て
純
農
村
と
し
て
、
し
ば
ら
く

牧
歌
的
な
水
郷
の
村
と
し
て
存
在
を
つ

づ
け
て
来
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
前
後

か
ら
豊
富
な
石
炭
鉱
脈
の
発
掘
に
よ
っ

て
、
徐
々
に
農
産
物
生
産
の
村
か
ら
、

鉱
業
生
産
の
村
え
と
変
り
、
石
炭
が
、

日
本
の
新
興
国
と
し
て
の
発
足
と
共
に

漸
次
大
資
本
の
注
入
に
よ
っ
て
本
格
的

に
機
械
化
さ
れ
、
近
代
化
さ
れ
、
炭
鉱

町
と
し
て
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
り

石
炭
産
業
は
衰
過
し
、
本
町
は
炭
鉱
町

か
ら
勤
労
者
の
文
化
住
宅
都
市
を
目
ざ

し
変
身
し
て
お
り
ま
す
。

人

口

の

推

移

グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
石

炭
産
業
の
盛
衰
と
共
に
人
口
の
変
動
が

う
か
が
え
ま
す
。

産
業
別
就
業
者
数

第
一
次
産
業
と
は

農
業
・
林
狩
猟
業
・
漁
水
産
業
の
こ

と
で
す
。

第
二
次
産
業
と
は

鉱
業
・
建
設
業
・
製
造
業
ほ
ど
で

す
。

第
三
次
産
業
と
は

卸
売
小
売
業
・
金
融
保
険
業
・
不
動

産
業
・
運
輸
通
借
業
・
電
気
ガ
ス
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
・
公
務
な
ど
で
す
。
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